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はじめに

　こんにちは。

　本書『定本明解Ｃ言語入門編』は、Ｃ言語の基礎をきちんと学びたい人のためのテキス

トです。

　現在、Ｃ言語は、教育機関やソフトウェア開発の現場など、いろいろな所で使われてい

ますし、各種の資格試験などでも非常に重要な位置を占めています。
うらはら

　その現実とは裏腹に、よく“Ｃ言語は難しい”といわれます。しかし、決してそのよう

なことはありません。本書を読めば、難関といわれている《ポインタ》などの概念も、ちゃ

んと理解できるでしょう。

　本書は、プログラミングを専門に勉強しようとする人だけでなく、とにかくＣ言語を《道

具》として使おうとしている人、Ｃ言語を教える立場におかれた人など、Ｃ言語に関わる

多くの方々の役に立ちます。

　全編を語り口調で説いていますから、読み進めやすいと思います。

　　　『Ｃ言語の基礎を極めるぞ!!』

という心構えをもって、本書にお付き合いいただくことを願っています。
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　現在、福岡工業大学において、情報処理およびプログラミング言語の教育環境を整備す

るためのプロジェクトを推進しております。本書の全編に、その成果が埋め込まれていま

す。福岡工業大学の多くの諸先生方に御理解・御協力を賜りました。
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＊

　本書は、アドビシステムズ社のPageMaker6.5Jと Illustrator7.0J（いずれもWindows版）を

用いて、私自身でDTPを行いました。そのため、私が望んでいるレイアウトや図表などを、

ほぼイメージ通りに表現することができました。
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